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のように、その根底には Chomsky 1965 以来の「普遍文法」(Universal Grammar) がある。
しかし、UG の本質とはなにか、という問題になると、Chomsky 2006 の論述によっても
依然、判然としないところが残る。そのために、UG の理解においては専門的な研究者た
ちの間ですらイメージが先行しているのではないか、というのが評者の率直な印象である。
このような時機に、本書はいわゆる言語学上の「ダーウィンの問題」(C. Boeckx ) を設定
することで、UG を構成する要素とはなにか、という問いに対して恰好の素材と独自の仮
説を提供しつつ、Minimalism の立場から UG の解明を試みたものである。
　本書（ノーバート・ホーンステイン（著）『シンタクスの理論　極小操作と普遍文法』ケ
ンブリッジ大学出版会、2009 年）は書名が示しているように統語理論を論じたもので
あるが、拠って立つ理論的基盤は Minimalism である。著者 N. Hornstein（University of 
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　構成は全 7 章で、目次は以下のとおり。序言、1．ミニマリズムとダーウィンの問題、2．
c 統御の導出、3．ラベル付け、再帰性、移動、4．付加の検討、5．立ち現れる構図：基本操作、
言語機能、ミニマリスト・プログラム、6. AGREE は止めて、Move し続けろ！ 7．結論、帰結、
そして更なる問題、参考文献、索引。以下ではこれらの章立てに従い、各章の内容を要約
する。
　第 1 章では、Minimalism の基本特性に沿いつつ、単純性 (simplicity) および原子性
(atomicity) の意義と「言語進化の論理的問題」（Hornstein の言う「ダーウィンの問題」）が
提起される。ヒト言語はおよそ 5 万年前から 10 万年前頃、つまりヒト進化においては比
較的最近になって出現したと推測される。言語が（言語以外の）認知的リソースと結びつ















γ は α または β を c 統御するという。最小性や経路といった概念も、この構造的な関係に
基づいて定義される。
ε
 γ　　　　　　　　  δ
　　　　　　　　　　　　　α　　　　　　　      β
　では、c 統御が文法形式において広範囲に用いられるということは、FL または UG に
対してどのような意味をもつのだろうか。考えられる解答は、Merge によって  c 統御が必
然的にもたらされたというものである。たとえば、依存関係は Merge によって産み出され、
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構造は Merge によって拡大する。移動も、長距離よりは短距離を優先することで文法を
最適化するが、こうした文法プロセスにおいては、Merge によって生み出される c 統御が
主要な役割を演じる。最適な文法デザインに必要なものは、こうした単純な原始的操作で
ある。
　第 3 章では、UG に特有な操作である Merge がじつは Concatenate（結合）の一種であり、
これは Merge よりもさらに基本的な操作であると主張している。
Merge {A} and {B} →{A, B}  A, B ; 統語対象（例  : Merge {the} and {dog} →{the dog}）
Concatenate A, B   →　A^B　ただし、順序は自由。A, B : 原子的要素
　ところで、自然言語の主要な特性は再帰性であり、それは X というタイプの句が同一
タイプの句の内部に含まれていることを意味する。内心的再帰構造は Merge のみによっ
て可能となる。Hornstein の言う Label とは、2 つの atom（原子的要素）を Concatenate で
結合したときの出力を、一方の atom と同一タイプの atom とすることである。これがふた
たび原子的要素として入力となる。
?????Label  A^B  →　[A A^B]
　内心的 Label が制約のない階層的再帰性を生み出す。いわば、Label は語彙要素とその
結合対象を語彙要素それ自体に引き写す操作であり、バー・レベルは存在しない。したが
って、中間投射 A′ や最大投射 AP は存在しない。なぜなら、これらは関係を表す特性で
あり、これに対して Label は語彙項目の内在的特性しか見ないからである。内心構造ばか
りでなく、主部が唯一つであることや構造保持では Concatenate に加えて Label が必要で
あり、Label こそは UG の中心的な革新部分をなす。 
　第 4 章では、付加構造に関するテクニカルな分析が中心である。付加操作は Minimalism
以前では、操作のターゲットとした句と同一の句を派生させる。次がその一例で、VP に
対する Chomsky 付加である。
 [VP   [VP  [VP read a book ] quickly ] in the yard ]  （quickly ; in the yard：付加要素）
　Hornstein によると、付加がユニークなのは、この操作によって作り出された句にはか
ならずしも Label を適用する必要がないことである。その理由を VP 移動で示すことがで
きる。
a.  eat the cake he did in the yard    a.’  [V eat^the-cake ]^in-the-yard 
b.  eat the cake in the yard he did    b.’  [V  [V eat^the-cake ]^in-the-yard] ]
c. *eat he did the cake in the yard   c.’  [V eat^the cake]
　A の上の A 条件によると、c’ で、[V eat^the cake] ではなく、その中の [V eat] のみを取
り出して、それを文頭に移動させることはできない。よって、c のように非文となる。a
と b の違いは、a’ では、付加要素 in the yard が Label の対象になっておらず、他方、b’ で
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る。他方、項  (Argument) は主語や目的語としてイヴェント解釈における関係を表示する。
この点で両者は明確に異なる。この章は、Label が理論的になにを含意しうるか、という
問題が考察の焦点といえる。
　第 5 章では、FL の基本演算と UG の「法則」、「言語進化の論理的問題」（ダーウィンの問題）
とミニマリスト・プログラム、「粗面問題」(the Granurality Problem) に加え、補遺として
Copy と多領域が論じられている。内心的ラベル付けが拡張や BPS (Bare Phrase Structure)、
階層的再帰性をもたらし、演算操作を Concatenate と Copy、そして Label に限定することで、
束縛やコントロールも移動に基づく分析で説明される。これら 3 つの基本操作と「経路最
小性原理」(the Path Minimality Principle) によって、FL の特性を顕現する文法が可能となる。
Label こそが（話せない）サルから「話せるサル」への移行を可能にしたいわばミッシング・
リンクだ、というのが Hornstein の仮説である。では、後期 Minimalism の主要概念である
AGREE はどう考えられるのか。これを論じているのが次の第 6 章である。





AGREE は c 統御によって定義されるが、c 統御を文法的に原始的な関係と見るのではなく、
独立した要因から導き出そうというのが現在の方向性であることを考えると、AGREE を
UG に加えることは一種の退行になる。したがって、AGREE を UG の原理から除外する
ことが、UG をより単純なものにすることに繋がる。














ことは容易に理解されよう。1　事実、Chomsky (2005b; 5) は、Merge について次のように
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Boeckx 2009 も Hornstein と同様に、内心的階層構造が FLN（狭義の言語機能）の一部で







　Merge（あるいは Concatenate）で問題となるのは、Di Sciullo, A. M., and D. Isac 2008 で論
究されているように、たんに 2 つの統語対象を併合することではなく、併合による対象の
1　これは旧くて新しい問題でもある。ちなみに、1975 年 10 月、パリ近郊の  Royaumont 修道院で開催
された国際シンポジウムにおいて Chomsky と Piaget が論争を交わした際、Piaget 自身はいわゆる生
得説に関連して、次のように実質的には「ダーウィンの問題」に等しい疑念を提示している。「Chomsky






だ。」（Piattelli-Palmarini, M., (ed.), 1980, pp. 31 参照。Ott, D., 2007 の指摘に基づく。）
2　 Boeckx のこの主張に対して、Chomsky は次のようにコメントしている。「Merge よりシンプルな
ものはない。それを分解することはできないのだ。（中略）Merge に関する決定的な事実、これは
言語に対する Merge に関する＜ほとんど真実ともいうべき一般化＞だが、それは主部プラス XP だ
ということだ。」この理由を Chomsky は θ 理論から導いているが、認知インターフェースから見
て、この定式化がどの程度に基本的であるかは検討の余地があろう。ちなみに、ここでの Boeckx も
Chomsky も、スペイン・バスク国立大学での夏期セミナー  (2006 年）の講演会でのやり取りである。
Piattelli-Palmarini, M., et al., (eds.), 2009, p. 52 参照。 
線的順序をどのように担保するか、である。たとえば「本ヲ」と「読ム」を Merge によ
って併合すると、Label の違いによっては、{ 読ム  { 本ヲ読ム  }} 、{ 本ヲ  { 本ヲ読ム  }} 
と  { 読ム  { 読ム本ヲ }}、{ 本ヲ  { 読ム本ヲ  }} の 4 とおりが考えられる。日本語の文とし
ては第一例が正しいのだが、それをどのようにして保証すればよいだろうか。Hornstein は、
この点については言及していない。これは External Merge の一例であり、項構造を生み出
すという意味で、範疇素性が関与してくる。これに対して Internal Merge では、Wh 移動
や話題化による移動が関係してくるのであり、オペレータ・変項間の関係をどう考えるか
が問題となる。その意味では、Label の捉え方も２種類が考えられてよいだろう。さらに、
後者については、物理的観点から見る限りでは、Internal Merge の前提として、External 
Merge によって得られた Label、すなわち新たな統語対象を保存しておく脳内メモリの存在
が求められるはずである。本書では、こうした問題にまで踏み込んで考察してはいない。
もし、Hornstein が主張するように Label がヒト言語に特有な操作であるならば、それにも





とは言いがたいだろう。これは Hauser, Chomsky, and Fitch 2002 の共著論文が引き起こし
た種々の論争からも理解されることだ。 その意味でならば、（これも speculative な段階に
留まるが、）Label がヒトの脳進化の過程で「大躍進」(Great Leap Forward) [Chomsky 2005: 




が普遍文法のあり方に関わってくる  [ 野村 2004, 2005, 2008]。しかし、後者は第 7 章でごく
簡単に触れているにすぎない。言語獲得は、たとえば脳神経科学から見て言語機能とはい
ったいどういうものか、といった問いと密接に関連してくる問題である。しかし、この点
は第 5 章（pp. 116-7) で「粗面問題」としてさらりと触れるに留まっており、その点に飽
き足りなく感じる向きもあるだろう。本書に「学問的抑制」の代償を求めるとすれば、ま
110
3　この点については、Calvin, W. 1996, Calvin, W., and D. Bickerton 2000 が参考になる。これと関連する
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Label こそはヒト言語に特有なものである。では、自然界には Label に対応する操作、ま
たは演算が存在するだろうか。仮に、そのための物理的基盤が見いだされるのであれば、
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